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Crye Precision特集Part.1
●解説：松原隆●撮影：山崎 学●モデル：和田やすお●協力ショップ：LAZY 
CAT（http://lazycat.jp/）／　TRi'S（旧特小工房）（http://tri-ss.com/）／Gamis
（http://www2.ocn.ne.jp/̃gamis/）／トイソルジャー（http://www.toysoldier.
com.hk/）／ファントム（http://www.phantom-web.com/）／特殊部隊ギア専門
店DEVGROUP (http://devgroup.jp/)

第143回［現用米軍装備カタログ］

　ベンチャー企業クライ・プレシジョン（CRYE PRECI-
SION）を創業したカレブ・クレイ氏（Caleb Crye）は 
芸術学校School of Art graduate（'97卒業）出身。グレ
ッグ・トンプソン氏は（Gregg Thompson）は工業学校
Albert Nerken School of Engineering graduate（'00卒
業）出身だ。会社創立は1999年、ニューヨークのチェル
シーマーケットにあるスタジオから始まる。彼らの故郷で
もあるニュージャージー州から150人の従業員を雇い、現
在はブルックリンの海軍造船所跡地に拠点を移している。
　敵の攻撃から守るための個人防護装備に着目し、米軍
向け防護装備のプロトタイプ設計や自社製品の製造を主
に行なっている。クライ・プレシジョン最初の仕事は陸
軍向けの新しいヘルメットを設計する事だった。ところ
が2001年9月11日の同時多発テロ以降、米軍のイラク・ア

フガニスタン侵攻で彼らのミリタリービジネスが急速的
に加速し大成功を収める事となる。彼らが開発したMUL-
TICAM迷彩はアフガニスタンでの地域限定迷彩に指定
され多くのクライ・プレシジョン製品が4軍に導入される
事になった。この経験で現地特殊部隊隊員からの直接的
な要求やフィードバックでさらに製品の品質を向上させ
ていく方向性になったようだ。現在では同盟国向けの個
人装備も生産している。
　筆者が彼らの製品を見た第一印象は「軽量」である事
だ。軽量なのは隊員の負担を軽減させコンパクトなので
バックパックに積み込みやすい。ただ生地が薄くなるだ
け摩耗が早くFASTEXまで軽量化で省きベルクロに頼
るのはとても不安である（ベルクロは火に弱く粘着が弱
まる）。

エアーフレーム・ヘルメット
（The AirFlame）

会社ロゴマーク

2010年登場のCrye Precisionを代表する防弾ヘルメット。通常は1つの殻(シェル)
で構成するヘルメットをだが、前後2つの殻パーツをネジ止めしている、これまでに
無かったデザインだ。このネジ止めしている部分を数ミリ浮かせて蒸れ防止通気用の
隙間を作っている。さらには爆発による爆風圧力（ブラスト波）をこの隙間から逃し
て頭部の損傷を緩和させる効果がある。9mm弾や.44マグナム弾等のピストル弾に有
効なNIJレベル㈽Aの防弾能力がある。
●重量：Mサイズ約1,043g／Lサイズ約1,156.5g／XLサイズ約1,247.3g
●カラー：タン、ブラック、ODグリーン
●サイズ：Mサイズ：約52.07～57.15cm／Lサイズ：約57.15～62.23cm／XLサイ
ズ：約62.23cm以上
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中東最大の兵器見本市

●リポート：清谷信一（Shinichi Kiyotani）

　ヨルダンの首都、アンマン郊外の
アブドゥッラー1世国王空軍基地に
おいて、特殊部隊向けの見本市「SO
FEX」（Special Operations Forc-
es Exhibition & Conference）が5
月10日から12日かけて開催された。
　ヨルダンはアラブ世界で最も洗練
され、規模も大きな特殊作戦部隊と、
これらを統括するSOCOMを有し
ており、その能力は高い評価を受け
ている。これはそもそもSOCOMの
初代司令官だった現国王アブドゥッ
ラー2世国王の指導によるところが
大きいという。
　また同国では国営兵器工廠KADB
B（King Abdullah II Design and 
Development Bureau：アブドゥッ

ラー2世国王設計開発局）を設立、軍
事産業の振興を図っている。KADB
Bは投資顧問会社のような組織であ
り、実際の兵器や装備などの開発や
生産は、子会社である外国企業のと
の合弁企業が行なっている。ヨルダ
ンが外国企業の技術移転が期待でき、
外国企業側はヨルダンの国内市場は
もちろん、周辺諸国への輸出なども

期待できる。
　SOFEXは1996年から隔年で開催
されており、中東の周辺国諸国だけ
でなく、欧米やアジア、南米などの
地域からも出展されており、各国の
軍や法執行機関からの代表団も多数
参加している。また見本市に先立っ
て9日に市内のル・ロイヤルホテルで
開催されたカンファレンス「MESO
C 」（ MIDDLE EAST SPECIAL 

OPERATIONS COMMANDERS 
CONFERENCE ）が開催されてい
る。これには、多くの特殊部隊将校、
将官が登壇してスピーチを行なった。
　例年中国からのデリゲーション
（代表派遣）と出展が多いのだが、今
回は中国の大手企業の出展は1社の
みであり、デリゲーションも例年よ
りは規模が小さかった。

砂漠のパトロールなどを担当するベドウィン部隊
が開会式に参加するのは恒例。

中央の人物がアブドゥッラー2世国王。同国の
SOCOMの初代司令官でもあった。

コンファレンスで講演するドイツ陸軍の特殊部隊
KSK指揮官Dag Baehrj准将

ヨルダン軍特殊作戦部隊によ
る、ヘリボーンによる救出作
戦のデモンストレーション。

デモンストレーションの内容は、行方不明
となった兵士の救出だ。ベドウィンに匿わ
れていた兵士をヘリボーン作戦で救出。

KADDBの大型の4×4装甲車アル・ワッシュ。アル・ワッシュはチェコのタトラのシャーシを流用して開発された。
APC（装甲兵員輸送）型は戦闘重量18tで370馬力のディーゼルエンジンと6速のオートマチックの変速機を採用し、
最高速度は110㎞/h、登攀力は60％、航続距離は600㎞である。防御力はNATO規格のレベルⅠ～Ⅱである。乗員は
最大10名。写真は対戦車型で、アセルサンの対戦車ミサイルターレット、ATMLSが搭載している。

後部がフラットになったウエポンキャリアー型で、
105㎜砲を搭載した自走砲タイプ。105㎜砲の最大
射程は10.4kmである。

アル・ワッシュ・セキュリティ型。乗員2名＋下
車歩兵8名で、車体ルーフにはKADDB傘下のJA
MCO（Jordan Advanced Machining Compa-
ny）の12.7㎜機銃を搭載した1名用ターレット、ス
ネークヘッド・キューポラMKⅢが搭載されている。
さらに状況把握システムも搭載している。

前方の下車歩兵用ハッチを開けたアル・ダウザ。油圧式
の観音式の方式。戦闘重量は40tでペイロードは10t。サイ
ズは全長7.80m、全幅3.45m、全高1.87m。パワーパック
は一新され、エンジンはL-3コンバット・プロポーション
の12気筒750馬力ディーゼルエンジンAVDS 1790、トラ
ンスミッションにはアリソンのCD 850─6Aオートマチ
ック・トランスミッションを採用している。サスペンシ
ョンはタリクのハイドロニューマチック式を流用。車体
前部、側面、上部には増加装甲を採用してNATO規格の
レベルⅤの防御力を獲得している。同様に車体底部にもV
字型の増加装甲を採用し、乗員席もフローティングシー
トを採用して耐地雷・IED生存性を高めている。

運転席の運転システムはタリク（センチュリオン）の物を
そのまま流用している。乗員は2名＋下車歩兵7名であ
り、ルーフには歩兵用のハッチが4ヵ所設けられている。
12.7㎜機銃あるはRWS、さらには中口径機関砲の砲塔も
搭載が可能だ。車内には12.7㎜機銃弾の標準弾薬箱20個、
7.62㎜弾の標準弾薬箱40箱が収納可能となっている。

車内。通信機はヨルダン陸軍が標準装備としてハリス
のシステムと、クルー及び下車歩兵用のヘッドセット
が装備されている。またAUP（補助動力装置）として
小型のエンジンではなく通常の電池とは別に蓄電池が
装備されており、主エンジンを止めた状態でもエアコ
ンの使用が可能となっている。

KADDBの重APC“アル・ダウザ（Al-Dawsar：アラブ語でライオン）”。余剰となった
旧式戦車のセンチュリオンを改造したものだ。KADDBは以前から同様にセンチュリオン
（ヨルダンでの名称はタリク）を改造した重APCであるMAPⅡ開発したが、アル・ダウ
ザはこれの更なる改良型といえる。MAPⅡはセンチュリオンの車体を中央で切断し、横
幅を左側に450㎜延長して車内スペースを拡大。併せてエンジン横を通って後部のハッチ
へのアクセス通路と、前方横式の観音開きのランプドアを設けた。また多くのコンポーネ
ントも一新した事により製造コストがかなり高騰したようだ。このためアル・ダウザはで
きるだけオリジナルの車体に手を加えずに最小限の仕様変更によってコスト的に有利な
設計を採用した。
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フォーティーファイブ

今から144年前の1872年に開発され、
アメリカ陸軍に採用された拳銃弾である.45口径弾。
アメリカを中心に広く親しまれているこの弾を用いたガンと言えば、
即座にコルトM1911「ガバメント」が思い出されるだろうが、
それ以外にも魅力のあるガンは数多ある。
今回はそんな魅力のある大口径拳銃弾を
使用するガンにスポットを当ててみよう！
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